
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年４月号（Vol.5） 

（2021 年４月発行） 

作成：硬式野球部 MG 

細谷コーチより 

春季大会は 1試合で終了しましたが、多くの「学び」と「気付き」を得た試合になったと思います。全員、一冬越

えて着実に力を付けました。次の段階は、持っている力を確実に結果へと繋げる『底力』を身に付けることだと

思います。「日常生活でいい判断ができないやつに、グラウンドでいい判断ができるわけがない。」平尾誠二さ

んの言葉です。前を向いて行こう！！ 

戸川コーチより 

ベスト 16を目標にしていた春季大会が終わりました。なぜベスト 16に入れなかったのかオフ期間を有効活用

し、考え直してください。そして、夏に向けて必死に、今までよりも本気で、野球と向き合いましょう。自主トレを

怠らないようにしてください。 

松井先生より 

新入部員の皆さん、関西大倉高校の硬式野球部へようこそ！近年の野球人口の減少とは逆行して本校の硬

式野球部は昨年 23名、今年 27名と多くの方々から硬式野球部の活動が評価されていてとても有難く感じて

います。強豪校には強豪校のやり方があり、関西大倉には関西大倉のやり方があると思います。人生におい

て強豪校のように「野球だけの学び」ではなく、関西大倉では「野球も、勉強も、それ以外も学び」に変えて人生

の一助として欲しいと考えています。そのために先の未来を予見していける人材を育てていきたいと思ってい

ます。関西大倉高校硬式野球部では、「チーム貢献」「地域貢献」「世界貢献」を今年も大切にしていきます。チ

ームに貢献できる人材は、地域でも貢献できる。地域で貢献できる人材は世界でも貢献できる。世界で貢献で

きる人材はチームレベルでの貢献が当然できます。学ぶ姿勢を大切にして人生において「成長と成功」を獲得

できる関西大倉高校硬式野球部員であって欲しいです。どんな相手にも負けるのは悔しい…だから大阪の強

豪私学が相手になろうとも勝てる実力を身につけ、大学やその先を見据えたビジョンを成功に導くことができる

ニュータイプの高校野球部員として育っていって下さい。そのためにはチャレンジを恐れず、新しいことをやっ

てみようと思うことが重要です！トライアル・アンド・エラーの先に君たちの人生における成功が待っています！ 

こんにちは。関西大倉野球部MGです！ 

今回はオフシーズン明けの練習試合の結果と公式戦の結果につ

いて報告します。また今、現在の入部状況についても報告します。 

 
試合結果 

３月１４日   VS 大阪市立 （＠本校グラウンド） 

      1 試合目 8-3⭕️     2 試合目    6-1⭕️ 

３月２０日   VS 寝屋川（＠本校グラウンド） 

    1 試合目  10-7⭕️   2 試合目      0-3❌ 

３月２４日   VS 緑風冠（＠緑風冠高校グラウンド） 

    1 試合目 8-6⭕️     2 試合目  8-4⭕️ 

３月２５日  VS摂津（＠関電グラウンド） 

    1 試合目 16-7⭕️ 

３月３０日  VS阪南（＠関電グラウンド） 

    1 試合目 7-1⭕️     2 試合目  2-3❌ 

４月４日    VS豊中（＠豊中高校グラウンド） 

    1 試合目 4-4（雨天、引き分け） 

４月１１日 VS 阪南大高（＠阪南大高グラウンド） 

    1 試合目 10-17❌    2試合目0-11❌ 

 

公式戦 

４月２５日 VS 堺市立堺 0-7❌ 

公式戦の概況 

序盤で５失点の劣勢を撥ね返

すことが出来ず、7回 2安打

に抑えられ悔しいコールド負け

となりました。応援ありがとうご

ざいました！この結果を受け

て、私学大会、夏の大会に向け

て練習していきます。 

 

 

 

 

現在の入部状況について 

2021年 4月 29日現時点で、新入部員は選手希望2４人、マネージャー希望

3人が入部してくれました！これから高 2、高 3の先輩達との絆を深めていいチ

ームづくりをしてほしいです！ 

 

3 年部員 水口陽太より（position 中堅手） 

こんにちは。関西大倉高校硬式野球部の水口です。春の大会が近づき、沢山の

練習試合を重ねて、実戦感覚を養いました。また、新入生が入部してくる時期とな

り、より一層気合の入っているところです。まずは、いよいよ始まる春の大会へ向

けて最後の調整をしっかりとして大会で全員が100%の力を出せればなと思っ

ています。 


